
一次文書 二次文書（基本マニュアル） 二次文書（業務マニュアル） 二次文書（基本マニュアル） 二次文書（業務マニュアル）

新知見情報処理マニュアル

事故・故障情報等処理マニュアル

現業技術・技能認定Ｓ級業務マニュアル［原子力部門］

重要なリスク情報入手時の対応マニュアル

原子力規制検査対応マニュアル

原子力リスク管理基本マニュアル

変更管理基本マニュアル

原子力発電所運転責任者に係る判定機関の指定及び管理並
びに選任マニュアル

健全な安全文化の育成及び維持に係る基本マニュアル 監査組織における健全な安全文化の育成及び維持に係る業務マニュアル

外部コミュニケーション基本マニュアル 行政情報運用マニュアル
法令等の遵守に係る活動基本マニュアル

原子力災害対策基本マニュアル

原子力発電所点検手入れ前状態データ採取・評価マニュアル
保全活動管理指標設定及び監視マニュアル
保全の有効性評価マニュアル

自然現象等対応マニュアル

原子力発電所運転員に対する教育・訓練マニュアル

緊急時対策要員等教育・訓練マニュアル

監査員の資格・認定・教育訓練マニュアル

教育及び訓練基本マニュアル 保安教育マニュアル

原子力災害予防対策マニュアル

高経年化技術評価マニュアル

原子力部門　現業技術・技能認定マニュアル

ディジタル型安全保護系品質管理マニュアル
重要度分類・保全方式策定マニュアル

マネジメントレビュー実施基本マニュアル

原子力発電所状態監視マニュアル

原子力発電所通信設備点検手入れマニュアル

監査組織に対する業務品質監査マニュアル
監査組織に対する監査員の資格・認定・教育訓練マニュアル

ソフトウェア構成管理計画マニュアル

原子力品質監査基本マニュアル 業務品質監査マニュアル

原子力発電所土木設備点検マニュアル

設計管理基本マニュアル 設計標準（原子力）取扱マニュアル

プラント長期停止時対応マニュアル

許認可解析の検証マニュアル

設工認手続き及び使用前事業者検査（施設）要否確認マニュアル

配置計画の設計マニュアル

原子力発電所予備品・設備予備貯蔵品管理マニュアル

セルフアセスメント実施基本マニュアル 定期安全レビュ－マニュアル

施設管理基本マニュアル 工事監理マニュアル原子燃料物質数量残高確認業務マニュアル
計測器管理マニュアル事業所外における輸送等に係わる業務管理マニュアル

原子力発電所建築設備点検マニュアル

放射性廃棄物の廃棄手順に関するマニュアル

放射線管理基本マニュアル海外再処理契約履行業務マニュアル

放射性廃棄物管理基本マニュアル 放射性固体廃棄物事業所外廃棄マニュアル
海外輸送契約履行業務マニュアル

低レベル放射性廃棄物輸送における緊急時対応マニュアル
国内輸送契約履行業務マニュアル
国内廃棄物貯蔵・埋設契約履行業務マニュアル
原子燃料サイクル部支払業務マニュアル

原子力プラント停止中の安全管理マニュアル安全対策仕様書作成および運用マニュアル
水質管理マニュアル

原子燃料調達基本マニュアル 精鉱、転換、濃縮契約締結・履行業務マニュアル

燃料管理基本マニュアル
ウラン燃料成型加工契約締結・履行業務マニュアル
国内再処理契約履行業務マニュアル

定例試験マニュアル原子力取引先登録マニュアル
ばい煙発生施設管理マニュアル

トラブル等の報告マニュアル

放射線管理仕様書作成および運用マニュアル
防火管理マニュアル原子力発電所における契約手続きマニュアル

機器・部品等の管理マニュアル取引先登録における技術審査マニュアル

状態管理マニュアル

共通仕様書作成および運用マニュアル
地震後の対応マニュアル追加仕様書作成および運用マニュアル

運転操作マニュアル

使用前事業者検査（溶接）マニュアル

調達管理基本マニュアル 需要箇所における契約手続きマニュアル
作業管理マニュアル調達先監査の実施マニュアル

使用前事業者検査マニュアル

運転計画作成マニュアル
定期報告マニュアル

使用前事業者検査等及び自主検査等基本マニュアル 定期事業者検査マニュアル

運転員の引継マニュアル

自主検査マニュアル

原子力設備電気主任技術者職務運用マニュアル

文書及び記録管理基本マニュアル 官庁申請手続きマニュアル
一次、二次及び三次マニュアルの管理マニュアル

運転管理基本マニュアル 運転員の確保マニュアル
文書の作成管理マニュアル

原子力災害応急対策・事後対策マニュアル

原子炉施設保安規定

原子力品質保証規程
柏崎刈羽原子力発電所 品質保証計画書 不適合管理及び是正処置・未然防止処置基本マニュアル ＣＡＰ業務マニュアル 保安管理基本マニュアル 原子炉主任技術者職務運用マニュアル

原因分析の実施マニュアル
原子力設備ボイラー・タービン主任技術者職務運用マニュアル

第3図 品質マネジメントシステム文書体系 （令和5年2月1日現在）
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品質方針の組織内への伝達方法について  

○社内イントラネット画面（1/2）        （⑦-6，⑧-6） 
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○社内イントラネット画面（2/2） 

 
 

 

途中省略 
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〇執務室内への掲示 
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不適切なケーブルの敷設の教訓を踏まえた技術的能力の向上に資する取り組み 

 

当社は，福島第一原子力発電所の事故教訓を踏まえた技術的能力の向上に資する取

り組み（原子力安全改革プラン）を通じて，原子力安全を高めるために「安全意識」

「技術力」の向上を図るとともに，PDCA を廻して，原子力安全改革プランも改善進化

させてきているところであるが，平成 27 年 9 月，中央制御室床下を点検中，本来分離

板で区分管理すべき安全系の信号ケーブルと常用系の信号ケーブルが混在しているこ

とが発見された。 

これは，主として常用系のケーブルを敷設した際に，従前からある安全系のケーブ

ルへの影響に注意が払われなかったためであるが，この問題の本質は，「安全上の重

要度が低い施設のトラブルを重要度の高い施設に波及させない」という基本的な考え

方を原子力に係わる要員の隅々まで行き届かせることができなかった品質マネジメン

トの問題である。 

一つには，これまで，原子力の業務に係わる全ての社員が，自ら原子力安全に責任

を持つ立場であるとの「安全意識」を浸透させることを努めてきたが，不適切な敷設

状態であったケーブルの一部は，日常業務は原子力発電所の技術的な業務と関わりが

薄い部署が担当していたことを踏まえると，原子力安全に係わる全ての社員への浸透

が不十分であった。 

もう一つ，プラントメーカーや協力企業に過度に依存することなく，自ら現場にお

いて設備に触れて直営の「技術力」を高めようと努めている中で，当社社員が不適切

な敷設状態のケーブルを発見したことは，原子力安全改革プランの成果が現れつつあ

ると考えているが，一方で施工中の工事においても不適切な敷設状態のケーブルがあ

ったことを踏まえると，技術力の向上が不十分であった。 

そこで，不適切なケーブルの敷設状態の教訓を踏まえた安全意識，技術力の向上の

ために，次のような取り組みを実施することとしている。 

 

ａ．問題点 

①業務プロセスの問題 

「安全上の重要度が低い設備（常用系）のトラブルを，重要度が高い設備（安全

系）に波及させない」という基本的な考え方を，業務プロセスの中で明確にする仕組

みが不十分だった。 

②教育管理の問題 

各人の力量を把握し，業務に応じた教育管理並びに仕事の付与管理を行う仕組みが

不十分だった。 

③業務の実効性検証の問題 
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各業務の途中経過及び結果に対する計画的検証や，業務プロセス，若しくは設計要

求事項に照らした設備の適合性についての定期的検証を，実効的に実施するための仕

組みが不十分だった。 

 

ｂ．今後の取り組み 

①業務プロセス改善 

・安全上の重要度に応じた設計管理に加えて，「安全上の重要度が低い設備（常用

系）のトラブルを，高い設備（安全系）に波及させない」ためのチェックを工事

の設計を行う際に実施する。 

・チェックする際の基準は，留意点や具体例とともに，あらかじめ専門的知識を有

する者（エキスパート）が明示する。工事主管箇所は工事の都度，明示された基

準をもとに各分野への関連性の有無をチェックする。関連がある場合には，専門

的知識を有する者（エキスパート）に確認する。 

・工事主管箇所にて作成したチェック結果は，関連がないとしたものを含め，原子

力安全を総括する部門が集約して再確認することとしており，工事主管箇所によ

る確認結果に不足があると判断した場合，又はエキスパートへの確認が必要と判

断した場合には，工事実施前までに工事主管箇所へ再確認結果を伝えることとし

ている。 

・製品及び役務の調達にあたり，「原子力安全に及ぼす波及的影響防止」に関する

要求事項を仕様書に明確に記載するとともに，当該要求事項の達成状況を確認す

る際には，工事主管箇所が施工図面及び施工結果をもとに直接確認することとす

る。 

・新たに構築した仕組みを含め，品質保証活動の中で，有効性を検証し，継続的に

業務プロセスの改善を図っていく。 

②教育の充実 

・安全上重要な設備に対する区分管理の考え方について教育が不足していたことか

ら，原子力に係わる社員全員及び協力企業の管理者を対象に教育を継続的に実施

する。 

・運転，保全，放射線，燃料等の各分野において，原子力安全に関する体系的な教

育・訓練を実施し，原子力部門全体の技術力向上と原子力安全に精通したエキス

パートの計画的な育成を図る。そのために必要な条件，教育内容，方法を明確に

する。 

・上記の対策を実行していくにあたり，原子力・立地本部長の元に原子力人財育成

センターを設置し，以下の体制等の見直しにより，さらなる専門的知識及び技

術・技能の向上を図る。 

－これまで原子力発電所ごとに分散していた人財育成の機能及び体制を集約し，

原子力人財育成センターが中心となって教育・訓練プログラムの PDCA を実行 
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－センターには企画機能を担うグループと教育・訓練を実施・管理するグループ

を設け，運転，保全，放射線，燃料等各分野において，体系的なアプローチ

（業務に即した教育・訓練を企画・実施し，有効性を確認）に基づき，各々の

発電所の期待事項，要望を幅広く，かつタイムリーに教育・訓練プログラムへ

反映 
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の
責

任
 

・
各

グ
ル

ー
プ

会
社

の
事

業
戦

略
 

・
行

為
規

制
 

・
ビ

ジ
ネ

ス
マ

ナ
ー

 
・
企

業
倫

理
 

【
原

子
力

発
電

所
業

務

教
育

】
 

 社
会

人
・
社

員
と

し
て

の
自

覚
及

び
原

子
力

発
電

所
業

務
の

必
要

な
基

本
知

識
等

の
習

得
、

理
解
 

 実
施

項
目
 

・
発

電
所

の
ル

ー
ル
 

・
倫

理
教

育
 

・
保

安
教

育
 

・
安

全
教

育
，

防
火

管
理
 

・
品

質
保

証
 

・
電

気
事

業
法

研
修

 
 

【
原

子
力

発
電

基
礎

知
識

】
 

  
プ

ラ
ン

ト
設

備
の

基
礎

知
識

と
訓

練
設

備
を

活
用

し
た

実
技

訓
練

に
よ

る
技

術
・
技

能
の

習
得

を
図

る
 

 実
施

項
目
 

・
原

子
力

発
電

所
の

概
要
 

・
設

備
概

要
 

・
環

境
放

射
線

監
視

及
び

放
射

性
廃

棄
物

処
理

設
備

概
要
 

・
燃

料
管

理
概

要
 

・
安

全
管

理
 

・
防

火
管

理
の

基
礎

知
識
 

・
補

助
具

類
の

取
扱

い 
・
機

器
の

構
造

と
原

理
 

・
工

学
的

基
礎

理
論
 

・
マ

ナ
ー

研
修

 

【
プ

ラ
ン

ト
系

統
知

識
】
 

  
プ

ラ
ン

ト
系

統
の

基
礎

知
識

を
机

上
・
現

場
研

修
に

て
行

い
、

系
統

の
概

要
・
目

的
を

習
得

す
る

。 
な

お
本

研
修

は
前

半
・

後
半

の
２

回
に

分
け

て
実

施
す

る
 

 実
施

項
目
 

・
原

子
炉

系
設

備
 

・
タ

ー
ビ

ン
系

設
備
 

・
電

気
系

設
備
 

・
計

装
系

設
備

他
約

６
０

系
統
 

 

【
当

直
研

修
】
 

 
入

直
研

修
で

の
巡

視
・

点
検

に
よ

り
、

機
器

配
置

及
び

設
備

の
基

本
知

識
・

技
能

・
現

場
安

全
を

習
得

す
る

。 
実

施
項

目
 

 ・
巡

視
点

検
 

 
機

器
配

置
の

習
得
 

 
異

常
を

発
見

時
の

対
応
 

 
必

要
な

安
全

装
備

品
の

装
着

等
 

 

【
現

場
技

術
研

修
】
 

技
能

訓
練

施
設

を
活

用
し

隔
離

・
復

旧
の

実
技

研
修

を
行

い
安

全
処

置
の

重
要

性
を

習
得

す
る

。
  

 実
施

項
目
 

・
電
気
制
御
展
開
図

の
見
方
教
育
 

・
配
管
計
装
線
図
の

見
方
教
育
 

・
隔

離
・
復

旧
実

技

教
育
 

 
 
機

器
の

ア
イ

ソ
レ 

 
 
ジ

ャ
ン

パ
ー

・
リ

フ
ト  

【
原

子
力

発
電

業
務

プ

ロ
セ

ス
教

育
】
 

 原
子

力
発

電
所

の
運

営
に

必
要

な
業

務
の

流
れ

お
よ

び
現

場
安

全

管
理

の
基

礎
を

習
得

す
る

。
 

 実
施

項
目
 

・
重

量
物

取
扱

 
・
危

険
予

知
体

感
研

修
 

・
作

業
用

足
場
 

・
高

圧
電

気
取

扱
教

育
 

 
（
机

上
）
 

・
異

物
混

入
防

止
 

・
原
子
炉
安
全
教
育
 

・
A
B
W
R
プ
ラ
ン
ト
研

修
 

・
B
T
C
 
A
B
W
R
研
修
 

 

【
運

転
部

門
】
 

「
初

級
運

転
員

・
初

期
訓

練
」 

初
級

運
転

員
と

し
て

の
、

現
場

機
器

運
転

操
作

や
原

子
力

プ
ラ

ン
ト

設
備

・
機

器
の

運
転

を
安

全
か

つ
信

頼
の

お
け

る
よ

う
遂

行
す

る
た

め
に

必
要

と
な

る
、

基
本

的
な

力
量

を
習

得
す

る
こ

と
。 

 実
施
項
目
 

・
初
級
運
転
員
の
役
割
と
業
務
態
度
 

・
核
工
学
，
熱
工
学
，
制
御
工
学
 

・
各
系
統
の
目
的
・
概
要
 

・
運
転
管
理
 

・
技
能
導
入
 

 
工
具
類
と
現
場
作
業
 

 
の
ポ
イ
ン
ト
 

 
ア
イ
ソ
レ
復
旧
 

 
電
源
操
作
 

・
実
技
試
験
 

・
筆
記
試
験
 

【
技

術
系

部
門

】
 

「
職

場
Ｏ

Ｊ
Ｔ

」 
技

術
系

所
員

と
し

て
必

要
な

 
基

礎
知

識
・
技

能
・
態

度
を

 
習

得
す

る
。

 
 実

施
項
目
 

・
関
係
マ
ニ
ュ
ア
ル
，
各
種
要
領
書
の
理
解
 

・
現
場
管
理
の
基
礎
技
術
 

・
現
場
に
お
け
る
安
全
管
理
 

・
設
備
概
要
の
理
解
 

・
現
場
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 

・
現
場
に
お
け
る
リ
ス
ク
の
認
識
 

・
安
全
確
保
の
重
要
性
 

【
技

術
系

部
門

】
 

職
場

Ｏ
ＪＴ

 

【
運

転
部

門
】
 

初
級

運
転

員
・
初

期
訓

練
 

【
後

期
集

合
研

修
】
 

 配
属

後
業

務
を

経
験

し
た

後
に

実
施

す
る

と
理

解
度

が
向

上
す

る
科

目
及

び
振

り
返

り
研

修
を

行
い

理
解

度
向

上
を

図
る

科
目

を
実

施
す

る
。

 
 実

施
項

目
 

 
高

圧
電

気
取

扱
教

育
（
実

技
） 

 
異

物
混

入
防

止
 

・
原
子
炉
安
全
教
育
 

・
原
子
力
安
全
教
育
 

（
ケ
ー
ブ
ル
研
修
）
 

・
設
置
許
可
研
修
 

・
不
適
合
管
理
研
修
 

・
A

L
A

R
A

研
修

 
・
E
C

W
D

、
P

&
ID

振
り

返
り

研
修

 
 ・
安

全
文

化
 

・
建
設
業
務
の
流
れ
 

・
特

重
設

の
概

要
 

・
部

門
間

で
実

施
さ

れ
る

業
務

 
・
予

算
管

理
 

別
紙

5-
1
（

1
/
1
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訓練施設における教育訓練実績（令和３年度） 

 

 

１．共通項目 

研修名 受講者数 

新入社員研修 集合研修 
72 

転入者研修 安全管理 134 

品質保証 74 

 

２．運転部門，保全部門，保安部門，燃料部門関係 

研修コース 主な内容 受講者数 

運転部門 
電動機試運転，遠隔操作弁，ポンプの原理・構造， 

設備診断 
68 

保全 

部門 

（電気） 

Ａ級認定研修 
大型電動機，超高圧機器，発電機ほかの原理・構造・点

検 
164 

Ｂ級認定研修 
電動機，保護継電器，装甲開閉器ほかの原理・構造・点

検・操作 

保全 

部門 

（機械） 

Ａ級認定研修 
遮蔽設計，耐震設計，特殊軸シールほかの原理・構造・

点検 
422 

Ｂ級認定研修 
一般弁，配管，蒸気タービンほかの原理・構造・点検・操

作 

保全 

部門 

（計装） 

Ａ級認定研修 
再循環制御，給水制御，タービン制御ほかの理論・構造・

点検 
159 

Ｂ級認定研修 一般計器，放射線計測，計算機ほかの原理・構造・点検 

保安部 

門（放 

射線） 

Ａ級認定研修 放射線計測器の点検校正，被ばく低減対策，遮蔽設計 

106 

Ｂ級認定研修 放射線防護管理，除染 

保安部 

門（環境

化学） 

Ａ級認定研修 
放射線及び化学分析装置，水質管理等の設備使用方

法・実技 39 

Ｂ級認定研修 化学分析，水質管理等の設備概要・実技 

技術 

部門 

（燃料） 

Ａ級認定研修 
計量管理，燃料検査，燃料破損等の設計・メカニズム評

価 
23 

Ｂ級認定研修 原子炉理論，燃料取扱，燃料取扱設備ほかの理論・運用 
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２．運転部門，保全部門，保安部門，燃料部門関係（続き） 

研修コース 主な内容 受講者数 

重大事故等時におけ

る現場作業を想定し

た訓練 

高圧ケーブル，低圧ケーブルの電源盤への接続訓練（暗

闇での訓練を含む） 146 

 

３．運転関係（所内シミュレータ訓練） 

研修名 受講者数 

 

中級コース 

中級リフレッシュ訓練コース 14 

中級Ⅰ訓練コース 8 

中級ⅠＳ訓練コース 8 

中級Ⅱ訓練コース 6 

中級ⅡＳ訓練コース 6 

上級コース 上級リフレッシュ訓練コース 4 

上級初期訓練コース 2 

チーム訓練 ファミリー訓練 1,638 

特別コース 炉型切替訓練 12 

※ 所内シミュレータ訓練は主に１～５号炉の運転員を対象に実施。６号及び７号炉の運転員は上

記に加えＢＷＲ運転訓練センターでシミュレータほか訓練を実施。（別紙５－１２参照） 

 

４．運転員の教育・訓練 

研修名 受講者数 

運転管理 運転業務 259 

保安規定 525 

関係法令 257 

火災対応訓練（放水・消火） 526 

火災対応訓練（避難誘導） 263 

原子炉動特性（中上級） 187 

自然災害等発生時及び重大事故等時の対応に関する 

教育訓練 
55 

基礎理論 原子炉物理（初級） 88 

電気応用（中上級） 62 

プラントシステム プラントシステム（初級） 300 

プラントシステム（中上級） 752 

チーム訓練 ファミリー訓練 1,638 

※ １～７号炉の全運転員の実績 
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５. 協力企業による訓練設備利用 

利用設備 主な内容 利用人数 

非破壊検査 液体浸透探傷試験訓練 8 

モーターコントロールセンタ

ー、パワーセンター 

モーターコントロールセンター、パワーセンター

操作訓練 0 

制御盤 ジャンパー、リフト訓練 

PLR ポンプ PLR ポンプメカニカルシール点検研修 0 
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１
．

柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

 
保

安
教

育
実

績
 

抜
粋

 
（
令

和
３

年
度

）
 

 
 

教
育

名
 

教
育

の
内

容
 

対
象

者
 

実
施

時
期

 
受

講
者

数
 

保
 

 安
 

 教
 

 育
 

入
所

時
に

実
施

す
る

教
育

 

原
子

炉
等

規
制

法
に

関
連

す
る

法
令

の
概

要
，

並
び

に
関

係
法

令
及

び
保

安
規

定
の

遵
守

に
関

す
る

こ
と

 
新

入
社

員
 

転
入

者
 

新
入

社
員

：４
月

 
転

入
者

：
随

時
 

2
4
9 

原
子

炉
の

し
く

み
 

新
入

社
員

 
転

入
者

 
新

入
社

員
：
４

月
 

転
入

者
：
随

時
 

2
4
9 

原
子

炉
容

器
等

主
要

機
器

の
構

造
に

関
す

る
こ

と
 

原
子

炉
冷

却
系

統
等

主
要

系
統

の
機

能
・
性

能
に

関
す

る
こ

と
 

新
入

社
員

 
転

入
者

 
新

入
社

員
：
４

月
 

転
入

者
：
随

時
 

2
4
9 

非
常

の
場

合
に

講
ず

べ
き

処
置

の
概

要
 

新
入

社
員

 
転

入
者

 
新

入
社

員
：
５

月
 

転
入

者
：
随

時
 

2
4
9 

原
子

炉
施

設
保

安
規

定
 

保
安

規
定

（
総

則
，

品
質

保
証

，
体

制
及

び
評

価
，

保
安

教
育

，
記

録
及

び
報

告
）

の
概

要
，

並
び

に
関

係
法

令
及

び
保

安
規

定
の

遵
守

に
関

す
る

こ
と

 
技

術
系

所
員

及
び

事
務

系
所

員
 

４
月

～
３

月
 

1
,05

1 

運
転

管
理

 

臨
界

管
理

に
関

す
る

こ
と

 
運

転
上

の
留

意
事

項
に

関
す

る
こ

と
，

通
則

に
関

す
る

こ
と

 
運

転
上

の
制

限
に

関
す

る
こ

と
 

異
常

時
の

措
置

に
関

す
る

こ
と

 

技
術

系
所

員
 

４
月

～
３

月
 

1
7
1 

施
設

管
理

 
施

設
管

理
計

画
に

関
す

る
こ

と
 

技
術

系
所

員
 

４
月

～
３

月
 

8
9
1 

放
射

線
管

理
 

放
射

線
測

定
器

の
取

扱
い

 
管

理
区

域
へ

の
出

入
り

管
理

等
，

区
域

管
理

に
関

す
る

こ
と

 
線

量
限

度
等

，
被

ば
く

管
理

に
関

す
る

こ
と

 
外

部
放

射
線

に
係

る
線

量
当

量
率

等
の

測
定

に
関

す
る

こ
と

 
管

理
区

域
外

へ
の

移
動

等
物

品
移

動
の

管
理

に
関

す
る

こ
と

 
協

力
企

業
等

の
放

射
線

防
護

に
関

す
る

こ
と

 

技
術

系
所

員
 

４
月

～
３

月
 

1
7
1 

放
射

性
廃

棄
物

管
理

 
放

射
性

固
体

・
液

体
・
気

体
廃

棄
物

の
管

理
に

関
す

る
こ

と
 

技
術

系
所

員
及

び
運

転
員

 
４

月
～

３
月

 
1
,15

1 

燃
料

管
理

 
燃

料
管

理
に

お
け

る
臨

界
管

理
 

燃
料

の
検

査
，

取
替

，
運

搬
及

び
貯

蔵
に

関
す

る
こ

と
 

技
術

系
所

員
 

４
月

～
３

月
 

1
7
1 

非
常

の
場

合
に

講
ず

べ
き

処
置

に
関

す
る

こ
と

 

緊
急

事
態

応
急

対
策

等
，

原
子

力
防

災
対

策
活

動
に

関
す

る
こ

と
 

技
術

系
所

員
，

事
務

系
所

員
及

び
運

転
員

 
６

月
～

３
月

 

非
常

の
場

合
に

講
ず

べ
き

処
置

に
関

す
る

こ
と

：1,312 
ア

ク
シ

デ
ン

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
（基

礎
的

知
識

）：185 
ア

ク
シ

デ
ン

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
（応

用
的

知
識

）：32 
ア

ク
シ

デ
ン

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
（電

源
機

能
等

）：185 

重
大

事
故

等
発

生
時

及
び

大
規

模
損

壊
発

生
時

に
お

け
る

原
子

炉
施

設
の

保
全

の
た

め
の

活
動

に
関

す
る

こ
と

 
火

災
発

生
時

の
措

置
に

関
す

る
こ

と
 

内
部

溢
水

発
生

時
の

措
置

に
関

す
る

こ
と

 

火
山

影
響

等
発

生
時

の
措

置
に

関
す

る
こ

と
 

そ
の

他
自

然
災

害
（
地

震
，

津
波

，
竜

巻
及

び
積

雪
等

）
発

生
時

の
措

置
に

関
す

る
こ

と
 

有
毒

ガ
ス

発
生

時
の

措
置

に
関

す
る

こ
と
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教育訓練プログラムの概要 

 

１． 運転員に対する教育訓練プログラムの概要 

 
 

 

２．保全員に対する教育訓練プログラムの概要 

 

初級運転員 中級運転員 上級運転員

新入
社員

補機
操作員

主機
操作員

当直
副主任

当直
主任

当直
副長

当直長

継続 反復
訓練

初期
訓練

B
T
C

社
内

シミュ
レータ

机上

その他

認定 認定 選任

初級Ⅰ
初級Ⅱ

初級Ⅲ

中級Ⅰ
中級ⅠＳ

中級Ⅱ
中級ⅡＳ

上級初期 上級Ⅰ

中級継続反復 上級継続反復 上級Ⅱ

運転責任者は
３年毎に更新

ファミリー訓練 （社内またはＢＴＣ）

Ｓ／Ｓ

初級

中級リフレッシュ 上級リフレッシュ

原子炉動特性、プラントシステム、ＡＯＰ、ＥＯＰ、ＳＯＰ

初級初期

訓練

運転管理(初級)

基礎理論

運転管理(中級)

プラントシステム(中級)

基礎理論

運転管理(上級)

プラントシステム(上級)

基礎理論

ＯＪＴ、電源機能等喪失時対応訓練、火災対応訓練 他

技能認定
研修Ｃ級

技能認定
研修Ｂ級

技能認定
研修Ａ級

ＡＯＰ：事故時操作手順書(事象ベース)
ＥＯＰ：事故時操作手順書(微候ベース)
ＳＯＰ：事故時操作手順書(シビアアクシデント)

ＢＴＣ：ＢＷＲ運転訓練センター
Ｓ／Ｓ：所内シミュレータ

プラントシステム(初級)

⑨－11 
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技能認定制度の認定水準及び各年度の認定実績 

 

 

１．認定水準 

 

 

 

２．認定者の実績（原子力部門全体） 

年度 Ｓ級 Ａ級 Ｂ級 

平成 29 年度 2 47 32 

平成 30 年度 2 31 46 

令和元年 4 39 77 

令和２年 2 49 70 

令和３年 1 64 81 

 

 

認定 認定水準 標準的な認定時期 

Ｓ級 

特定分野における安全確保・効率改善・

品質向上の観点から社内外への提言・

技術判断等の業務や技術継承・人材育

成を，責任を持って遂行し得る水準 

Ａ級取得以降 

Ａ級 

高度な応用業務の処理，異常事態の感

知並びに対応等を，責任を持って遂行

し得る水準 

B 級認定から２年程度 

Ｂ級 
通常の現業業務を，責任を持って遂行

し得る水準 
C 級認定から 2，３年程度 

Ｃ級 
初歩的な現業業務を，責任を持って遂

行し得る水準 
入社後１年 

⑨－12 
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柏崎刈羽原子力発電所における各年度の社外教育訓練受講実績 

 

 

教育名 
平成 29

年度 

平成 30

年度 

令和元

年度 

令和２

年度 

令和３

年度 

BTC 初級Ⅰ訓練コース 8 10 5 0 9 

BTC 初級Ⅱ訓練コース 7 16 12 9 5 

BTC 初級Ⅲ訓練コース（旧中級

Ⅰ） 
19 12 12 8 10 

BTC 中級Ⅰ訓練コース（旧中級

Ⅱ） 
11 5 2 3 7 

BTC 中級ⅠＳ訓練コース  5 2 3 7 

BTC 中級Ａ訓練コース（旧中級Ⅱ

Ａ／交流Ⅰ） 
0 0 0 0 0 

BTC 中級Ⅱ訓練コース（旧中級

Ⅲ） 
6 2 3 2 6 

BTC 中級ⅡＳ訓練コース 6 2 3 2 6 

BTC 中級Ｂ/交流訓練コース（旧中

級ⅡＢ/交流Ⅱ） 
0 0 0 0 0 

BTC 中級Ｃ訓練コース（旧中級Ⅱ

Ｃ） 
5 0 0 0 0 

BTC 中級ⅢＢ／Ｃ訓練コース      

BTC 中級リフレッシュコース 1 0 6 4 0 

BTC 上級初期訓練コース 13 3 0 2 4 

BTC 上級リフレッシュコース 1 1 0 3 0 

BTC 上級Ｃ訓練コース 3 0 2 3 0 

BTC ＳＡ訓練コース（上級） 0 12 7 6 5 

BTC 上級Ｓ訓練コース 24 4 19 16 18 

BTC 上級Ｄ訓練コース 0 0 0 0 0 

BTC 上級Ⅰ訓練コース 9 15 8 6 5 

BTC 上級Ⅱ訓練コース 15 9 19 16 19 

BTC 特別訓練コース（炉型切替） 4 0 0 0 0 

BTC 上記以外の訓練コース 8 0 0 0 0 

原子力安全推進協会当直課長研修

（旧管理者研修Ⅰ） 
5 6 2 2 4 

原子力安全推進協会当直副長研修

（旧管理者研修Ⅱ） 
6 7 5 1 5 

日本原子力研究開発機構 

原子炉工学特別講座 
25 11 13 7 19 
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柏崎刈羽原子力発電所における重大事故等対応に関する訓練実績 

 

 

訓練の種類 対象 訓練内容 
令和２年度 

（回数） 

令和 3 年度 

（回数） 

電源確保に関す

る訓練 

復旧

班 

・電源車操作 

・電源車による P/C 受電操作 

・ガスタービン車操作 

・ガスタービン車による緊急用

M/C 受電操作 

・軽油地下タンク及び非常用

D/G 軽油タンクからタンクロー

リーへの補給作業 

・タンクローリーから各機器（電

源車等）への給油作業 

58 回 59 回 

炉心損傷緩和に

関する訓練 
復旧

班 

・消防車による原子炉注水操作 

・熱交換器ユニットによる補機

冷却水確保操作 

264 回 163 回 

格納容器破損防

止に関する訓練 

復旧

班 

・消防車による PCV スプレイ操作 
179 回 158 回 

使用済燃料プー

ル水位維持及び

燃料損傷緩和に

関する訓練 

復旧

班 

・消防車による SFP への注水、

スプレイ操作 

 179 回 158 回 

水源確保に関す

る訓練 復旧

班 

・貯水池から大湊側防火水槽

への送水操作 

・消防車による防火水槽、CSP

への送水操作 

209 回 172 回 

アクセスルートの

確 保 に 関 す る 訓

練 
復旧

班 

・瓦礫撤去範囲のホイールロー

ダ走行運転 

・ホイールローダによる瓦礫撤

去操作 

・ホイールローダによる道路段

差復旧操作 

・バックホウによる瓦礫撤去操作 

508 回 657 回 

事故時の計装に

関する訓練 復旧

班 

・重要監視パラメータ（原子炉

水位、原子炉圧力等）をデジ

タルレコーダーで監視可能と

する作業 

6 回 10 回 

環境モニタリング

に関する訓練 
保安

班 

・放射能観測車による測定作業 

・緊急時構内モニタリング作業 

・可搬型モニタリングポストによる測

定作業 

・モニタリングポスト電源確保作

業 

18 回 58 回 

総合訓練 

緊急時

対策組

織 

・原子力災害への対応，各機能

や組織間の連携等，組織が

あらかじめ定められた機能を

発揮できることを総合的に確

認する訓練 

15 回 17 回 
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重大事故等対応訓練において抽出した課題とその改善活動の例 

 

訓練実施後は，訓練参加者で訓練を振り返り，課題点について確認し，改善活動を実

施している。 

訓練において抽出した課題 改善活動の内容 

ケーブル接続訓練において，接続箇所の検

電を行うが，検電の対象回路に動力変圧器

がある場合，検電後に放電を実施すべき。 

 

手順書に反映する。 

電源構成を確認しながら操作できるよう緊急

用Ｍ／Ｃ室に単線結線図を設置する。 

 

単線結線図を設置する。 

重機（ホイルローダ）による構内道路の走行

訓練の際に距離等を表示したマップがあれ

ば効果的に訓練ができる。 

アクセス路に距離を明示したマップを作成

し，訓練時に使用する鞄に収納した。また，

その際に，構内道路走行における危険箇

所を明示したマップも作成し収納する。 

 

アウトリガー操作時に踏み台が必要となる

が，配備している踏み台は大きく持ち運びが

大変であることから，作業に合った踏み台の

配備を検討する。 

 

アルミ脚立を別途配備する。 

緊急時環境モニタリング訓練に用いる資機材

がどこにあるか一目で分かるようにし，速やか

に準備ができるようにする。 

 

配置図（写真入り）を手順書へ反映する。 

軽油移送のホース接続口にポンプ側とタンク

側が明確に分かるようにする。 

 

ホース接続口に表示する。 
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